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与し, その前後に脂肪乳剤を負荷し, 母体血血清, 紙毛組織, 腰帯静脈血血清および胎児肝について必須
脂酸とはとくに関連の深いエステルコレステリン必須脂酸の含量を測定し, その動態を検索した結果次の
ごとき結論を得た｡
1 ) 血清において, 妊娠時では非妊時に比しリノール酸, アラキ ドン酸の含量は多く, しかも妊娠時
親を逐って増量しており, 脂質を負荷した場合, リノ- ル酸, アラキ ドン酸各分画とくに後者の著しい増
加を認めた. 妊娠中毒症妊婦においては, 正常妊婦に比しリノール酸, アラキ ドン酸各分画とくにアラキ
ドン酸の含量は低く, 脂質負荷により正常妊娠時と同株いずれの分画とも増加するが, 増加量, 増加率と
もに正常妊婦に比し軽度であった｡
2) 正常妊娠時の続毛組織エステルコレステリン必須脂酸は脂質負荷の場合, リノール酸, アラキ ド
ン酸なかんずくアラキ ドン酸分画の増加が顕著であり, 一方中毒症妊婦の場合では正常妊娠末期の含量よ
り低く, 脂質を負荷した際の増加も低く, とくにアラキ ドン酸分画にそれがみられた｡
3) 麟帯静脈血血清の含量は, 妊娠中期より末期において高 く, 妊娠中毒症時では両者の中間の値を
示した｡ 母体血中に脂質を負荷した場合, とくに長期投与によりリノール酸, アラキ ドン酸の増加を認め
たが, 母体血における必須脂酸の量的, 比率の変動に比し, 腰帯静脈血でのそれらは軽微であり恒常性が
-443-
保たれていることがわかった｡
4) 膳帯静脈血血清のエステルコレステリン必須碑酸量は母体血に比しかなりの低値を示す が, 必須
脂酸申リノ- ル酸に対するアラキ ドン酸の占める割合でみると, 母体血約y68こ対し隣帯静脈血約y3であっ
た ｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本邦における正常妊婦および晩期妊娠中毒症妊婦に一定量の高脂肪食を投与しその前後に脂肪乳剤を負
荷し, 母体血血清, 紡毛組織, 牌帯静脈血血清および胎児肝につきエステルコレステリン中必須脂酸の含
量を測定, 必須脂酸代謝の動態を追求したのである｡ すなわち母体血血清では非妊時に比しリノール酸特
にアラキ ドン酸の含量は妊娠時期をおって増量しており, 脂質負荷によって一層著明となり胎盤紡毛組織





とができた｡ 胎児肝では脂質の投与によりリノール酸, 特にアラキ ドン酸の増量が著明であった｡ 要する
に必須脂酸の投与が胎児発育に有意義なことを結論したのである｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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